




生物多様性保全上重要なエリアに関する今後の対応について（現時点での整理）

2. 重要エリアへの対応　 ※ 「種の保存につき講ずべき措置」に関する国の議論、制度改正等を注視しながら対応

・状況の確認・協力依頼

　速やかに当事者への聞き取りや実地確認を実施し、保全への協力を依頼（専門家による調査や計画の見直しを依頼）

1. （仮称）生物多様性重要エリアマップ（重要エリアマップ）の作成と活用

今年度

【作成準備】
・有識者にヒアリングを行いながら重要
　エリアの抽出例などを作成
・成果品を用いて市民への啓発を実施

【重要エリアマップの活用】
・規制部局との認識共有を徹底
・事業者・土地所有者等への説明
・市民周知

【重要エリアマップ作成】
・有識者による議論（重要エリアの抽出や
　適切な公開方法等）
・重要エリアマップ作成

次年度以降（案）

・市民理解の向上に向けた啓発活動

　生物多様性の重要性について市民への啓発活動を行い、総合的な理解向上を図る。

継続実施

対応には重要エリアマップも活用予定　　　

・「生物多様性維持協定」締結の提案等

　保全の継続が懸念される場合、関係者間の調整が必要な場合などに、市がとりまとめ役として自然共生サイトへの登録や
　協定締結を提案

・自然共生サイトの認定促進

　自然共生サイトの普及啓発、土地所有者や活動団体等への働きかけによる認定の促進

案件探知時
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